




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 42 号（2017 年 11 月 17 日）
式除細動器（AED）の操作方法を，授業で一
人ずつ体験して，学生全員がとっさの時に使え
るようにしておきたい。赴任後，学校内の
AEDの配置にも気を配れるようにしておきた
い 24。誘拐や障害についての対策と心構えも指
導できればと考える。
（2）交通安全
　登下校中の事故や事件は頻繁に起こってい
る。交通事故は児童生徒の心掛けだけで防止で
きるものではなく，道路整備や自転車・バイ
ク・自動車の運転マナーに左右されるものでも
ある。
　せめて歩行者として青信号になったことを確
認して，車が止まってから横断歩道をわたる，
道に広がって歩かない，登校時間帯を守る，と
いう基本的な確認をして，とくに事故の起こり
やすい交差点での注意点をビデオ等で見て，危
機意識を持たせることはできるだろう。
　登下校時の防犯との関係で，児童のランドセ
ルの防犯ブザーの音を実際に聞くということも
授業に取り入れたい。実際の音を知らなければ，
助けを求めるブザーが鳴ってもわからないから
である 25。
（3）災害安全
　自然災害はいつも心構えをすることによっ
て，より少なくすることができるといわれてい
る。台風のように，進路と時刻が予測できるも
のと地震や津波のように突然起こるものへの対
応は異なる。
　地震については，発生時に速やかに行動でき
るように定期的に訓練する。さらに，津波災害
の可能性のある学校では震源地をいくつか想定
して震源地ごとに，地震発生から津波が学校に
到達するまでに何分かかるのかを把握してお
く。自分たちが避難するために何分の猶予があ
るのかを想定して，避難のプランを作る。自治
体が作っているハザードマップを見て，学校が
ある地点から避難できる場所を明確にしておく
こともできる。
　例えば鎌倉市では「鎌倉市津波シミュレー
ション動画」26 で，津波による浸水が時間を
追って鎌倉市全域でどのように進むかを示して
いる。地震発生時に自分がいる位置によって，
どう避難すればいいのかを，具体的に考えられ
る動画となっている。
　併せて，避難セットとして常備しておくもの
を明確にしておく。
終わりに
　「学校安全」を教職課程の授業内容とするの
は， 2019（平成31）年度からである。多くの大
学にとって，初めての授業内容となるであろ
う。具体性と地域性がまず求められるのではな
いか，授業をどう構成できるのだろうかという
思いから，調べ始めて，改めて「学校安全」を
必修事項とする意味が理解できた。
　「学校安全」を授業化するうえで，どこまで
法令を把握する必要があるのか，政府がそれを
整理して提示するのか，そうでない場合，学会
等で共通点の把握と提示が必要になるのではな
いだろうか。
　様々な事例については，文部科学省のWeb
サイトから情報を得ることができるし，新聞記
事等からも事例を収集することができる。
　実践的な力をつけることを望まれれば，授業
者も調査や講習への参加が必要になるだろう。
また，外部協力者も見つけられれば，より本格
的な「学校安全」教育が期待できるだろう。
　本学の場合，本科目は1年次の配当科目に
24 校舎のカギがかかっても，体育館や校庭を貸し出している場合の事故にも使用できる位置に設
置できているかどうかも，一命をとりとめられるかどうかにかかわってくる。
25「防犯ブザーの音　知ってますか？」朝日新聞2017年4月23日　13版　p.8
26 https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/sougoubousai/tunamisim2804.html　2017/07/26
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「学校安全」の授業化に向けて
なっている。学生が卒業まで憶えていてくれる
ことを期待する。
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